
１．平成２９年クルーズ船寄港実績

※平成28年・平成29年にｸﾙｰｽﾞ船が１回以上寄港した港を対象、沖泊も寄港回数に含む。
※（　）書きは、邦船社が運航する船舶の寄港回数で内数です。

中部地方整備局　港湾空港部
平成30年2月9日

CHUBU　Cruise  Report    【速報値】

　　【中部地方整備局管内（愛知県、三重県、静岡県）のクルーズレポート】

・平成２９年の中部へのクルーズ船寄港回数は９４回（対前年比＋２７回）と、過去最高を記録した。

・寄港回数の多かった港は、清水港３８回（対前年比＋２２回）、名古屋港３３回（対前年比－３回）、鳥羽港１１

回（対前年比＋５回）、四日市港８回（対前年比＋３回）となった。

・クルーズ船の規模別の寄港頻度を見ると、大型船（総寄港回数５回）は清水港４回、名古屋港１回であり、中

型船（総寄港回数５２回）は、清水港３１回、名古屋港９回、四日市港及び鳥羽港が各５回、三河港（神野）及び

伊東港に各１回あり中型船に集中している。小型船（総寄港回数３７回）は、清水港３回、名古屋港２３回、四日

市港３回、鳥羽港６回、三河港（蒲郡）及び熱海港であった。

・一方クルーズ船のクラス別に寄港頻度を見ると、スタンダードクラスが（総寄港回数６０回）と最も多く、清水港

２４回、名古屋港２６回、四日市港３回、鳥羽港５回、三河港（蒲郡）と熱海港が各１回ある。

また、プレミアムクラス（総寄港回数４回）と少なく、清水港のみであった。ラグジュアリークラスは（総寄港回数２

９回）であり、清水港１０回、名古屋港７回、四日市港及び鳥羽港が各５回、三河港（神野）と伊東港に１回寄港

している。エクスクルーシブクラス（総寄港回数１回）は、鳥羽港１回ありました。

中部におけるクルーズ船　寄港回数実績調べ＜平成29年1月～12月＞

増減数

H29 1 (1) 0 1 5 (1) 4 (2) 0 4 4 6 5 6 (1) 2 (2) 38 (7)

H28 0 0 3 2 0 1 1 2 2 (1) 3 0 2 (2) 16 (3)

H29 0 0 7 (7) 0 5 (4) 3 (3) 1 (1) 4 (4) 2 (2) 3 (3) 2 6 (6) 33 (30)

H28 0 0 5 (4) 1 7 (7) 4 (3) 0 4 (3) 4 (3) 3 (3) 2 (2) 6 (6) 36 (31)

H29 1 (1) 0 1 (1) 1 (1) 1 (1) 0 0 2 (2) 0 0 2 (2) 0 8 (8)

H28 0 0 0 0 0 0 0 3 (3) 0 1 (1) 0 1 (1) 5 (5)

H29 1 (1) 0 0 4 (3) 0 0 4 (4) 2 (2) 0 0 0 0 11 (10)

H28 1 (1) 0 0 0 2 (1) 0 2 (2) 1 (1) 0 0 0 0 6 (5)

H29 0 0 1 (1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 (1)

H28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H29 0 0 0 0 0 0 0 1 (1) 0 0 0 0 1 (1)

H28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 (1) 0 0 1 (1)

H29 0 0 0 0 0 0 1 (1) 0 0 0 0 0 1 (1)

H28 0 0 0 0 0 0 1 (1) 0 1 (1) 0 0 0 2 (2)

H29 0 0 0 0 0 0 0 1 (1) 0 0 0 0 1 (1)

H28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H28 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

H29 3 (3) 0 10 (9) 10 (5) 10 (7) 3 (3) 10 (6) 14 (10) 8 (2) 8 (3) 10 (3) 8 (8) 94 (59)

H28 1 (1) 0 8 (4) 4 9 (8) 5 (3) 4 (3) 10 (7) 7 (5) 8 (5) 2 (2) 9 (9) 67 (47)

２月

清水港

名古屋港

四日市港

鳥羽港

熱海港

伊東港

下田港

合計

１月

三河港
（神野）

三河港
（蒲郡）

22(4)

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

1  (1)

△1(△1）

27 （12)

クルーズ船月別寄港回数
港　名

△3(△1）

3  (3)

5  (5)

1  (1)

0  (0)

△1(△1）

９月 １０月 １１月 １２月 合計



２．配布先

３．問い合わせ先

中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会、名古屋港記者クラブ、港湾新聞社

港湾空港タイムス、日本海事新聞社、海事プレス、マリタイムデーリーニュース

国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部

クルーズ振興・港湾物流企画室長 赤石正廣

課長補佐 大平勝司

電話 ０５２－２０９－６３３０（直通） 、 FAX ０５２－２０３－９７３９



平成２９年（１月～１２月）中部におけるクルーズ船寄港状況
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中部地整管内に寄港したクルーズ船の規模別寄港回数

小型船（外国船） 小型船（日本船） 中型船（外国船） 中型船（日本船） 大型船（外国船） 大型船（日本船）

注）

大型船：10万トン以上

中型船：3万トン～10万トン

小型船：3万トン以下
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中部地整管内に寄港したクルーズ船のクラス別寄港回数

Standard Premium Luxury Exclusive

中部地整管内にクルーズ船が寄港あった港の位置図
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注）クルーズ船のクラス分けは、「ｸﾙｰｽﾞｼｯﾌﾟｺﾚｸｼｮﾝ2016－2017/海事ﾌﾟﾚｽ」と

「Complete  Guide  To  Cruising  & Cruise  Ships 2010/Berlitz」を基に中部地方整備局が作成
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